関西大学法学論集第68巻総目次、執筆者紹介 by unknown
関西大学法学論集第68巻総目次、執筆者紹介
雑誌名 關西大學法學論集
巻 68
号 6
ページ 1601-1606
発行年 2019-03-01
URL http://hdl.handle.net/10112/16940
関西大学法学論集 第 68 巻 総 目 次
論 説
号 頁 通巻頁
不信の時代のデモクラシー：
ピエール・ロザンヴァロンによせて
土 倉 莞 爾…… 1 ( 1 ) ( 1 )
国際関係論におけるリフレクシビズムとは何か
――ポスト実証主義の理論的展開――
五 十 嵐 元 道…… 1 ( 61 ) ( 61 )
南アフリカにおける人権構築の軌跡
――アフリカ民族会議の権利要求を中心に――
木 村 光 豪…… 1 ( 91 ) ( 91 )
国際犯罪に関する引渡義務の抵触と優先
――引渡先の決定における中核犯罪の重大性の考慮――
越 智 萌…… 1 ( 143 ) ( 143 )
法における承認
――アクセル・ホネット承認論の人間学的モチーフと
道徳的観点――
玄 哲 浩…… 1 ( 189 ) ( 189 )
盧溝橋事件と日中戦争の拡大 (⚑)
――全面戦争に至った背景――
左 春 梅…… 1 ( 221 ) ( 221 )
ルネ・カピタンの議院内閣制論 (⚑)
兵 田 愛 子…… 1 ( 244 ) ( 244 )
手続開始後における破産債権の変動を
どのように処理すべきか (⚑)
――破産者の共同義務者の弁済による破産債権の
権利変動を中心にして――
栗 田 隆…… 2 ( 1 ) ( 357 )
パラオ共和国の刑事制裁
永 田 憲 史…… 2 ( 17 ) ( 373 )
ルネ・カピタンの議院内閣制論 (⚒)
兵 田 愛 子…… 2 ( 46 ) ( 402 )
― 261 ― (1601)
朱子の死刑論
――犯罪被害者の立場から――
佐 立 治 人…… 2 ( 1 ) (502 )
国際法委員会作業「武力紛争に関連する環境の保護」
原則草案に関する一考察
権 南 希…… 3 ( 1 ) ( 503 )
盧溝橋事件と日中戦争の拡大 (⚒・完)
――全面戦争に至った背景――
左 春 梅…… 3 ( 33 ) ( 535 )
ルネ・カピタンの議院内閣制論 (⚓・完)
兵 田 愛 子…… 3 ( 82 ) ( 584 )
福祉国家とデモクラシー
土 倉 莞 爾…… 4 ( 1 ) ( 695 )
プライベート・ブランド商品の製造委託と下請法
横 田 直 和…… 4 ( 41 ) ( 735 )
利益相反構造のある二段階買収における
株式価格決定申立権者の範囲 (⚑)
伊 藤 吉 洋…… 4 ( 100 ) ( 794 )
裁判官が法廷に幽霊を出現させた話
佐 立 治 人…… 4 ( 1 ) (1004)
黄郛と華北問題の展開（1933-1934）
左 春 梅…… 4 ( 27 ) (978 )
近時の判例における「危険現実化」論の展開
山 中 敬 一…… 5 ( 1 ) (1005)
手続開始後における破産債権の変動を
どのように処理すべきか（⚒)
――破産者の共同義務者の弁済による
破産債権の権利変動を中心にして――
栗 田 隆…… 5 ( 32 ) (1036)
傷病休職と使用者の復職配慮義務
藤 原 稔 弘…… 5 ( 43 ) (1047)
絞罪噐械圖式の頒布と絞罪器械の設置実務
――明治初期の絞首刑の執行を巡る資料を読み解く――
永 田 憲 史…… 5 ( 93 ) (1097)
― 262 ― (1602)
関法 第68巻 第⚖号
模擬弁論に登場する弁護
――伝クインティリアヌス『小模擬弁論集』を題材に
粟 辻 悠…… 5 ( 159 ) (1163)
利益相反構造のある二段階買収における
株式価格決定申立権者の範囲（⚒)
伊 藤 吉 洋…… 5 ( 204 ) (1208)
エマニュエル・マクロン大統領の到来
土 倉 莞 爾…… 6 ( 1 ) (1341)
法定地上権と約定借地権の選択権
――仮差押建物の敷地が移執行前に第三者に譲渡されて
借地権が設定された場合について――
栗 田 隆…… 6 ( 36 ) (1376)
民事責任と刑事責任の分化について（補論)
――デュルケーム社会学におけるイェーリングの影響――
今 野 正 規…… 6 ( 56 ) (1396)
借上げ公営住宅の承継時における法25条⚒項の
通知の要否及びその効力について
――借上げ公営住宅及び公営住宅における
定期借家（期限付き入居）の法的構造・
法及び条例の沿革の観点から――
水 野 吉 章…… 6 ( 78 ) (1418)
アフリカの経済発展と法
――サブサハラにおける法文化、環境保全、
技術移転をめぐる総合的研究――
山 名 美 加･角 田 猛 之
市 原 靖 久･北 川 勝 彦
新 熊 隆 嘉･石田慎一郎
長谷川 晃･マノジュ エル シュレスタ
…… 6 ( 123 ) (1463)
フランスにおける共和国大統領不敬罪の
廃止と表現の自由
――ヨーロッパ人権裁判所Eon 対フランス事件判決の
受容を通じて――
兵 田 愛 子…… 6 ( 149 ) (1489)
脱獄の方法
――怪盗「我来也」の完全脱獄――
佐 立 治 人…… 6 ( 1 ) (1626)
― 263 ― (1603)
関西大学法学論集 第 68 巻 総 目 次
研究ノート
裁判員裁判の現状の一端と問題点
角 田 猛 之…… 3 ( 124 ) ( 626 )
届かなかった清律
――ライプニッツと中国法――
佐 立 治 人…… 3 ( 1 ) (694 )
判 例 研 究
非公開会社である取締役会設置会社において、
代表取締役を株主総会においても選ぶことが
できる旨の定款の定めが有効とされた例
原 弘 明…… 3 ( 156 ) ( 658 )
非公開会社における株主割当てによる
新株発行の無効
原 弘 明…… 4 ( 143 ) ( 837 )
公営住宅法25条⚒項の通知は、入居決定通知書
ではなく入居許可書における所定事項の記載
で足りるとされた事例
――大阪高裁平成30年10月12日判決――
水 野 吉 章…… 6 ( 182 ) (1522)
翻 訳
クレア・チャーターズ
｢先住民族の女性の権利をめぐる
普遍主義と文化相対主義の論争｣
角 田 猛 之…… 1 ( 274 ) ( 274 )
ミヒャエル・パヴリック
『市民の不法』 (19)
飯 島 暢
川 口 浩 一…… 1 ( 318 ) ( 318 )
玄 守 道
チャンズー・ソン
｢韓国の経済発展におけるナショナリズムの利用
――東アジアの発展モデルに対する含意｣
角 田 猛 之…… 2 ( 77 ) ( 433 )
― 264 ― (1604)
関法 第68巻 第⚖号
ミヒャエル・パヴリック
『市民の不法』(20)
飯 島 暢
川 口 浩 一…… 2 ( 118 ) ( 474 )
玄 守 道
ミヒャエル・パヴリック
『市民の不法』(21)
飯 島 暢
川 口 浩 一…… 3 ( 169 ) ( 671 )
玄 守 道
チャンズー・ソン
｢韓国系ニュージーランド人のエスニックな企業家精神
――自営業としてのレストラン経営｣
角 田 猛 之…… 4 ( 157 ) ( 851 )
国連人権理事会諮問委員会の報告書
｢ハンセン病患者・回復者及びその家族に対する
差別撤廃のための原則及びガイドラインの
実施に関する研究｣
木 村 光 豪…… 4 ( 190 ) ( 884 )
ロドルフォ・スタベンハーゲン
｢アジアの先住民族の基本的人権と基本的自由の
状況に関する国連・特別報告者報告｣
角 田 猛 之…… 5 ( 258 ) (1262)
ミヒャエル・パヴリック
『市民の不法』(22・完)
飯 島 暢
川 口 浩 一…… 5 ( 293 ) (1297)
玄 守 道
ジェイムズ・アナヤ
｢先住民族の権利に関する特別報告者報告
――アジアの先住民族の状況に関する協議｣
角 田 猛 之…… 6 ( 223 ) (1563)
資 料
呉訥撰・若山拯訓読『祥刑要覧』の訳注 (六)
佐 立 治 人…… 1 ( 1 ) ( 356 )
― 265 ― (1605)
関西大学法学論集 第 68 巻 総 目 次
清朝の立法・刑罰・裁判
佐 立 治 人…… 5 ( 317 ) (1321)
最高裁において平成28年及び
同29年に確定した死刑判決一覧
永 田 憲 史…… 6 ( 257 ) (1597)
― 266 ― (1606)
関法 第68巻 第⚖号
執 筆 者 紹 介
土 倉 莞 爾 関 西 大 学 名 誉 教 授
栗 田 隆 関 西 大 学 教 授
今 野 正 規 関 西 大 学 教 授
水 野 吉 章 関 西 大 学 准 教 授
山 名 美 加 関 西 大 学 教 授
角 田 猛 之 関 西 大 学 教 授
市 原 靖 久 関 西 大 学 教 授
北 川 勝 彦 関 西 大 学 名 誉 教 授
新 熊 隆 嘉 関 西 大 学 教 授
石 田 慎 一 郎 首 都 大 学 東 京 准 教 授
長 谷 川 晃 北 海 道 大 学 教 授
マノジュ エル シュレスタ 甲 南 大 学 教 授
兵 田 愛 子 関 西 大 学 大 学 院 生
佐 立 治 人 関 西 大 学 教 授
永 田 憲 史 関 西 大 学 教 授
